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令和２年度保護林モニタリング調査予定箇所一覧
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区分 保護林名 森林管理署 ページ

森林生態系
保護地域

①
あや

綾 宮崎 ７

生物群集保
護林

②
たかくまやま

高隈山 大隅 ８

希少個体群
保護林

③
ひこさん

英彦山モミ等遺伝資源（英彦山・鶯モミ等） 福岡 ９

④
おおねち

大根地アカガシ等 福岡 10

⑤
じょうやま

城山タブノキ等（上畑、狩倉） 福岡 11

⑥
うきだけ

浮岳アカガシ遺伝資源 佐賀 12

⑦
やまずみ

山砥スダジイ等 佐賀 １３

⑧ フクレギシダ 熊本 １４

⑨
くぎの

久木野アカガシ等遺伝資源 熊本南部 １５

⑩
おこびら

大河平モミ等遺伝資源 熊本南部 １６

⑪
ごんげんだけ

権現岳シオジ等遺伝資源 大分西部 １７

⑫
ぼう

坊ガヅルサワグルミ等遺伝資源 大分 １８

⑬
くろだけ

黒岳ミズメ等遺伝資源 大分 １９

⑭
かみの

神野イスノキ等遺伝資源 大隅 ２０

⑮
やまぞえ

山添タブノキ等遺伝資源 大隅 ２１
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令和２年度調査予定箇所（15箇所）

権現岳シオジ等遺伝資源

黒岳ミズメ等
遺伝資源

山砥スダジイ等

浮岳
アカガシ遺伝資源

城山タブノキ等大根地アカガシ等

英彦山モミ等
坊ガヅルサワグルミ等

遺伝資源

高隈山

綾

神野イスノキ等遺伝資源

山添タブノキ等遺伝資源

フクレギシダ

久木野アカガシ等
遺伝資源

大河平モミ等
遺伝資源 生物群集保護林

希少個体群保護林

森林生態系保護地域

凡例



調査項目選択の基本的な考え方①
モニタリング調査体系表（保護林モニタリング調査マニュアルP32～37参照） 生物群集保護林(参照)
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調査項目選択の基本的な考え方②

必須

確実に調査を実施

モニタリング調査項目の選択

選択

継続性等を考慮し、

必要に応じて調査を実施

保護林の設定目的・状況に応じ、必
要性、優先度を検討の上、選択する
か判断

※保護林モニタリング調査マニュアルP11,32～37参照

4

モニタリング調査体系表



調査手法選択の基本的な考え方

シカ食害・病虫害等により、植生
変化が懸念、個体群の消失が危ぶ
まれている箇所

※保護林モニタリング調査マニュアルP15,16参照

モニタリング調査手法の選択

※複数の調査手法がある場合、原則として１手法を選択

5

毎木調査 植生調査

特に問題が認められていない

調査プロットを設定して

保護林の状況を把握する

詳細な現地調査

森林詳細調査

チェックシート等を用いて

保護林の状況を把握する

簡易な現地調査

森林概況調査

モニタリング調査体系表
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保護林名 区分

森林
タイプ
の分
布

樹種
分布

樹木の
生育

下層植生の生育
野生動物の
生育・生息

災害発生
状況

病虫害・鳥獣害
利活
用

管理
体制

保護対象種
の生育・生
息

A B C Ｄ E F Ｄ G H I-1 I-2 I-3 J K L Ｄ M N O P Q

資
料
調
査

リ
モ
ー
ト

資
料
調
査

森
林
概
況

森
林
詳
細

資
料
調
査

森
林
概
況

森
林
詳
細

資
料
調
査

哺
乳
類

鳥
類

そ
の
他

資
料
調
査

リ
モ
ー
ト

資
料
調
査

森
林
概
況

森
林
詳
細

資
料
調
査

聞
き
取
り

資
料
調
査

森
林
詳
細

綾
森林生態系
保護地域

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

高隅山
生物群集保
護林

◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ●

英彦山モミ等遺伝資源

希少個体群
保護林

● ● ● ● ● ● ● ◎ ◎

大根地アカガシ等 ● ● ◎ ◎

城山タブノキ等 ● ● ◎ ◎

浮岳アカガシ遺伝資源 ● ● ◎ ◎

山砥スダジイ等 ● ● ◎ ◎

フクレギシダ ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ◎

久木野アカガシ等遺伝資源 ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ◎

大河平モミ等遺伝資源 ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ◎

権現岳シオジ等遺伝資源 ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ◎

坊ガヅルサワグルミ等遺伝資源 ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ◎

黒岳ミズメ等遺伝資源 ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ◎

神野イスノキ遺伝資源 ● ● ● ● ◎ ◎ ● ● ● ● ◎ ◎

山添タブノキ等遺伝資源 ● ● ● ● ◎ ◎ ● ● ● ● ◎ ◎

令和２年度保護林モニタリング調査項目一覧 ◎:必須、●:選択



①綾森林生態系保護地域

【必須項目】

森林詳細調査・資料調査・聞き取り調査
【選択項目】

◆野生動物の生息状況調査
→シカ被害が野生動物に与える影響を調査

R２調査項目

全域でシカ被害(被害レベル２)（H28）

ムササビ・クマタカ等の生息を確認(H28)

希少植物種：イヨクジャク、ナゴラン等が生育

Ｈ23.H28 調査結果

（森林調査・動物調査・シカ被害調査）

宮崎県小林市および東諸県郡綾町に所在する国有林で、綾北川、綾南川の上流に位置している。
原生的な照葉樹林は、日本一の規模を誇るとされ、植生の垂直分布の変化が見られるとともに、
貴重な動植物の分布域であり、学術的に高い価値と希少性を有した地域である。

7

あや

保護・管理
を図るべき
事項

日本を代表する照葉樹林地域であり、多様な森林生態系を有する地域として、
自然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、学術研究などに活かし、
良好な形で後世に引き継いでいくこととする。

面積 1,485.30 ha



【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆野生動物の生息状況調査
→シカ被害状況や昆虫類の生息状況を調査

◆鳥獣害の発生状況調査
→シカの被害状況を把握

◆聞き取り調査
→シカの侵入拡大状況について登山客や森林官等
から情報を入手

R２調査項目

個体数は少ないがシカが確認されている(H27)

ハヤブサ・ツミ等の生息を確認(H27)

シベリア型昆虫や南方系昆虫が確認されなかった
（H27）

Ｈ22.H27 調査結果

（森林調査・動物調査・シカ被害調査）
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面積 1,176.31 ha

②高隈山生物群集保護林
鹿屋市・垂水市の２市にまたがり、鹿児島県大隅半島の中部に位置し、北西側に活火山桜島が
ある。標高1,000m以上の山々が連座し、尾根部には九州最南端部のミズナラ、ブナ林群落等の
冷温帯落葉広葉樹林がみられ、冷温帯性動植物の南限のものも多い。

たかくまやま

保護・管理
を図るべき
事項

暖温帯下部の照葉樹林域から、高標高域に隔離・遺存的に生育するブナ・ミ
ズナラ群落等の冷温帯落葉広葉樹林域の貴重な森林生態系を保存する。



【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆樹木の生育状況調査

◆下層植生の生育状況調査

◆鳥獣害の発生状況調査

R２調査項目

全域でシカ被害（被害レベル２~３）(H27)

モミやケヤキ等が優占するモミ群落

希少植物種：カンアオイ属、オシャグジデンダが生育

Ｈ22.H27 調査結果

（森林調査）
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面積 102.14 ha

③英彦山・鶯モミ等希少個体群保護林（英彦山モミ等遺伝資源）
英彦山（標高１,１９９ｍ）を挟み両脇の山頂付近に位置しており、モミの大木が多く、スギ、
ブナ、ケヤキ等も混生し、北九州地方における天然林の中ではほとんど見られないほど優良な
林相を呈している。林内には、大正１３年１２月９日「天然記念物」に指定され、「森の巨人
たち１００選」にも選ばれた『鬼スギ』がある。

ひこさん・うぐいす

保護・管理
を図るべき
事項

温帯植生（モミ・ケヤキ等）の代表的林相を保存し、学術研究等に資する。

→シカによる被害状況を詳細に把握

英彦山スギ等遺伝資源
希少個体群保護林



【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆鳥獣害の発生状況調査

→シカの被害状況を把握

R２調査項目

シカ被害は確認されていない

林冠層にはアカガシ等が多く生育する

後継個体は比較的多く見られた

Ｈ22.H27 調査結果

（森林調査）
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面積 3.21 ha

④大根地アカガシ等希少個体群保護林
福岡県飯塚市の大根地山（標高652ｍ）東方に位置し、林内には大根地神社がある。
林相は、カシ類、タブノキその他天然林広葉樹林である。また、保護林は神社の風致維持のた
め重要である。

おおねち

保護・管理
を図るべき
事項

歴史的・学術的価値を有するカシ、タブノキ、その他広葉樹の天然林であり、
天然林施業・学術研究等に資する。



【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆鳥獣害の発生状況調査

→シカの被害状況を把握

R２調査項目

シカ被害は確認されていない

林冠層にはイスノキ、カゴノキ等が多く生育する
（上畑）

希少植物種：シタキソウ、カラタチバナ等が生育
（狩倉）

Ｈ22（上畑）、H20・H25（狩倉）調査結果

（森林調査）

11

面積 37.15 ha

⑤城山タブノキ等希少個体群保護林（旧上畑タブノキ等、狩倉スダジイ等）
福岡県宗像市と岡垣町界に位置し、周辺に城山公園が整備され登山や散策に利用されている。
林相は、シイ類、タブノキ、ムクロジ、ヤブツバキ等その他の天然生広葉樹林となっている。

じょうやま

保護・管理
を図るべき
事項

シイ類、タブノキ、その他広葉樹の天然林を保護し、学術研究等に資する。



【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆鳥獣害の発生状況調査

→シカの被害状況を把握

R２調査項目

シカ被害は確認されていない

林冠層には保存対象種のアカガシ等が多く生育する

後継個体は比較的多く見られた

Ｈ22 調査結果

（森林調査）
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面積 23.24 ha

⑥浮岳アカガシ遺伝資源希少個体群保護林
佐賀県と福岡県の県境、背振山系の西端にある浮岳（８０５ｍ）の南斜面山麓に位置している。
林内には、アカガシ、シデ、カエデその他広葉樹からなる天然林である。特に、アカガシにつ
いては、全体の３０％を占めている。

うきだけ

保護・管理
を図るべき
事項

アカガシの保存と学術研究等に資する。



【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆鳥獣害の発生状況調査

→シカの被害状況を把握

R２調査項目

シカ被害は確認されていない

林冠層にはスダジイ等が多く生育する

後継個体は豊富にあった

Ｈ22 調査結果

（森林調査）
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面積 1.37 ha

⑦山砥スダジイ等希少個体群保護林
佐賀県西部にある国見岳（標高４９６ｍ）の東南に位置し、林相は、広葉樹の天然林となって
いる。保護林周辺は、山砥神社として祀られ山ン寺史跡となっている。

やまずみ

保護・管理
を図るべき
事項

北九州における暖温帯の天然広葉樹林としての価値を有し、歴史的由来のあ
る史跡の風致維持に重要な天然林を保護するとともに、学術研究等に資する。



シカ被害は確認されていない

林冠層はスダジイ、バリバリノキ等で形成している

フクレギシダは、H26年度調査において前回より増加
していることが確認された

Ｈ21.H26 調査結果

（森林調査）
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面積 7.02 ha

⑧フクレギシダ希少個体群保護林
熊本県天草町、河浦町、新和町の三町界で、角山（標高５２６ｍ）付近に位置し、林相は、イ
チイガシ、シラカシおよび分布の限られたハナガガシ等の広葉樹林からなっている。林内には
鹿児島県と熊本県にのみ分布し、この地域に自生するフクレギシダ（H30年特定第一種国内希
少種指定）がある。

保護・管理
を図るべき
事項

希少種である暖帯下位植生（フクレギシダ）および一帯の広葉樹天然林を保
護し、併せて森林施業・管理技術の発展・学術研究に資する。

【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆樹木の生育状況調査

◆下層植生の生育状況調査

◆鳥獣害の発生状況調査

◆聞き取り調査

→シカの侵入拡大状況について登山客や森林官等
から情報を入手

R２調査項目

→シカによる被害状況を詳細に把握



シカ被害は確認されていない

林冠層はタブノキ、ウラジロガシ等が多く生育する

後継個体は対象種のツブラジイ、タブノキ等が確認さ
れ、対象外のイスノキも比較的多く確認された。

Ｈ22 調査結果

（森林調査）

15

面積 26.71 ha

⑨久木野アカガシ等遺伝資源希少個体群保護林
熊本県水俣市の東部にあり、林相は、マテバシイ、ツブラジイ等のシイノキ類を主体に、アカ
ガシ、ウラジロガシ、イチイガシ等を含め唯一のまとまった照葉樹林となっている。
Ｉ･Ｂ･Ｐ（国際生物学事業計画）として指定を受け、昭和４２年から生態学者による専門的分
野での研究が現在も行われ、貴重な森林となっている。
。
保護・管理
を図るべき
事項

アカガシ、ウラジロガシ、イチイガシ、ツブラジイ、タブノキ等の照葉樹天
然林を保存するとともに、学術研究等に資する。

【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆樹木の生育状況調査

◆下層植生の生育状況調査

◆鳥獣害の発生状況調査

◆聞き取り調査

→シカの侵入拡大状況について登山客や森林官等
から情報を入手

R２調査項目

→シカによる被害状況を詳細に把握

くぎの



シカ被害は確認されていない

林冠層はタブノキ、イスノキ等が多く生育する

後継個体は対象種のタブノキ、ウラジロガシ等が確認
され、対象外のサザンカ等も比較的多く確認された。

Ｈ22 調査結果

（森林調査）
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面積 8.49 ha

⑩大河平モミ等遺伝資源希少個体群保護林
熊本県人吉市より南へ約１３ｋｍ、鹿児島県、宮崎県との境に位置している。
林相は天然林でウラジロガシを含むカシ類を主とした、タブノキ、イスノキ等の広葉樹と、モ
ミ、ツガ等の針葉樹の混交林である。

保護・管理
を図るべき
事項

モミ、ウラジロガシ、ミズメ、タブノキ、イスノキ等の針広混交の天然林を
保存するとともに、学術研究等に資する。

【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆樹木の生育状況調査

◆下層植生の生育状況調査

◆鳥獣害の発生状況調査

◆聞き取り調査

→シカの侵入拡大状況について登山客や森林官等
から情報を入手

R２調査項目

→シカによる被害状況を詳細に把握

おこびら



シカ被害は確認されていない

林冠層はシオジ、チドリノキ等が多く生育する

後継個体は対象種のシオジが確認され、対象外のチド
リノキが比較的多く確認された。

Ｈ22 調査結果

（森林調査）

17

面積 70.45 ha

⑪権現岳シオジ等遺伝資源希少個体群保護林
大分県日田市前津江町の津江三山の一つ権現岳頂上には津江殿が権現を祀ってあり、その下方
に位置し、ツクシシャクナゲをはじめ、高山植物やシオジ、ブナ、ケヤキ等が生育する。こう
した原生林は古くから地域の人々に親しまれ歴史的・学術的にも貴重な森林である。

保護・管理
を図るべき
事項

シオジ、ケヤキ、ブナ等の広葉樹天然林を保存するとともに、学術研究等に
資する。

【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆樹木の生育状況調査

◆下層植生の生育状況調査

◆鳥獣害の発生状況調査

◆聞き取り調査

→シカの侵入拡大状況について登山客や森林官等
から情報を入手

R２調査項目

→シカによる被害状況を詳細に把握

ごんげんだけ



シカ被害は確認されていない

林冠層はサワグルミ、ハリギリ等が多く生育する

後継個体は対象種のサワグルミが確認され、対象外の
チドリノキが比較的多く確認された。

Ｈ22 調査結果

（森林調査）

18

面積 7.57 ha

⑫坊ガヅルサワグルミ等遺伝資源希少個体群保護林
久住連山の平治岳、三俣山に挟まれた鳴子川の西側で標高１,０００ｍに位置している。林相は、
サワグルミ、ミズメ、ハリギリを主体とした広葉樹の天然林である。

保護・管理
を図るべき
事項

サワグルミ、ミズメ、ハリギリ等の広葉樹天然林を保存するとともに、学術
研究等に資する。

【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆樹木の生育状況調査

◆下層植生の生育状況調査

◆鳥獣害の発生状況調査

◆聞き取り調査

→シカの侵入拡大状況について登山客や森林官等
から情報を入手

R２調査項目

→シカによる被害状況を詳細に把握

ぼうがづる



シカ被害は確認されていない

林冠層はミズメ、イタヤカエデ等が多く生育する

後継個体は対象種のミズメ等が確認され、対象外のク
マシデが比較的多く確認された。

Ｈ22 調査結果

（森林調査）

19

面積 11.19 ha

⑬黒岳ミズメ等遺伝資源希少個体群保護林
大分県由布市と竹田市との町境に位置し、大船山（標高1,787ｍ）東南の方向で阿蘇くじゅう
国立公園内にある。林相はミズメ、ブナ、アカシデ、カエデ類からなり、傾斜３０度の斜面に
岩石が散在し、その間に林木が成育している状況である｡

保護・管理
を図るべき
事項

ミズメ、ブナ、アカシデ、ハリギリ、ヤマザクラ、イタヤカエデ等の広葉樹
天然林を保存するとともに、学術研究等に資する。

【必須項目】

森林詳細調査・資料調査
【選択項目】

◆樹木の生育状況調査

◆下層植生の生育状況調査

◆鳥獣害の発生状況調査

◆聞き取り調査

→シカの侵入拡大状況について登山客や森林官等
から情報を入手

R２調査項目

→シカによる被害状況を詳細に把握

くろだけ



シカ被害は確認されていない

高木層はイスノキ、タブノキ等が確認された

ノスリ、キビタキ等の生息を確認

Ｈ2３ 調査結果

（森林調査、動物調査）
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面積 50.88 ha

⑭神野イスノキ遺伝資源希少個体群保護林
鹿児島県鹿屋市の八山岳（標高９４０ｍ）北西に位置し、主にイスノキから成る林齢１５０年
以上の天然林で、他にモミ、カシ類、シイ類等もある。大隅半島緑の回廊が連結する稲尾岳周
辺森林生態系保護地域や山添タブノキ等遺伝資源希少個体群保護林との一翼となっている。

保護・管理
を図るべき
事項

イスノキの保存。

【必須項目】

森林詳細調査・資料調査、動物調査（哺乳類、鳥類）

【選択項目】

◆樹木の生育状況調査

◆下層植生の生育状況調査

◆鳥獣害の発生状況調査

◆聞き取り調査

→シカの侵入拡大状況について登山客や森林官等
から情報を入手

R２調査項目

→シカによる被害状況を詳細に把握

かみの



シカの生息を確認

高木層はイスノキ、タブノキ、アカガシが確認された

サンコウチョウの生息を確認（繁殖は未確認）

Ｈ2３ 調査結果

（森林調査、動物調査）
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面積 69.11 ha

⑮山添タブノキ等遺伝資源希少個体群保護林
鹿児島県大隅半島の肝属山系東南部に位置し、林相はタブノキ、イスノキ、マテバシイ、スダ
ジイ等の常緑広葉樹林の天然林で、樹齢は１５５年生以上となっている。大隅半島緑の回廊が
連結する稲尾岳周辺森林生態系保護地域や神野イスノキ遺伝資源希少個体群保護林との一翼と
なっている。

保護・管理
を図るべき
事項

タブノキ、イスノキ、マテバシイ、スダジイ等の原生的常緑広葉樹天然林を
保存するとともに、学術研究等に資する。

【必須項目】

森林詳細調査・資料調査、動物調査（哺乳類、鳥類）

【選択項目】

◆樹木の生育状況調査

◆下層植生の生育状況調査

◆鳥獣害の発生状況調査

◆聞き取り調査

→シカの侵入拡大状況について登山客や森林官等
から情報を入手

R２調査項目

→シカによる被害状況を詳細に把握

やまぞえ


